月惑星研究会関西支部通信　　　　　　　　　２００７年４月１５日
　2007年4月例会は参加者６名で最少タイ記録となり、大変さびしいものでした。次回はたくさんの参加をお願いします。
　木星には、矢継ぎ早に大きな事件が起こっているが、日本は気流の条件が非常に悪く、観測が行いにくい条件となっている。詳しい木星面の状況はもっぱら海外からの観測報告に頼らねばならず、みんな悔しい思いで毎日を過ごしているのが実態である。

　また、金星の観測は、模様の撮像に有効なフィルターの開発が進み、非常に興味深い記録がとられるようになった。海外はもとより、国内でも気流さえよければ、面白い画像が得られるのではないかと、期待されている。今後は、これらの観測を元に、何が出来るかを考えなければならないときになったと思われる。

　今回の支部例会は支部長の安達が欠席したため、この支部通信は、福井さんの議事録と例会の様子を記録したＶＴＲを見ながら打ち出したもので、例会全体が把握できていないことをご了解いただきたい。
参加者　　伊賀・畑中・林・薄出・熊森・福井（議事録）

　　　　　懇親会に安達が参加（仕事を終えて駆けつけた）

１　近況報告
畑中　　地震（三重県で震度５）があって、来たのはいいが帰れなかったらどうなるんだろうと心配している。観測はしてはいたが、よい画像が得られず望遠鏡の調整を行っていた。光軸は合わせていたが、カメラのほうに問題があるかもしれない。まだ原因がよく分からない。田阪さんが天界の記事を渡してくださったときに、「あんたの画像にはに永久南極冠の真ん中に筋が入っている。」というので画像から確認したが、５枚ほど本当にそれらしきものがあって驚いた。１１月１日の観測（２００５年）だった。北極冠には前からあるのを知っていたが、南極冠には気がつかなかった。
　　望遠鏡の前に覆いをつけて、ナイフエッジをおこない、ピントを合わせているが、その作業中に怪我をした。

追記：伊賀さんが、画像で南極間を探し出した。「見えなくもないな。」との反応。

伊賀　　例会にはこれているが、病気のほうは若干進行している。会社を辞めて自宅でゆっくりしている。時間はあるが忙しくしている。たいしたことはできていない。木星のまとめや天文ガイドの記事を書いている。展開図を作ることが出来た。普段は音声認識でパソコンを操作している。音声で入力をしている。マウスの代わりを口でしているが、何とかできている。展開図を作ったりする自分のソフトを作り変えることができた。

林　　　観測はほとんど出来ていない。先週に木星を見た。木星の高度は低いし、気流は悪いしどうしようかと思った。ＮＰＯ花山星空ネットワークの話にのった。関西天文同好会の方からの連絡で入ることにした。先日行われた講習会に参加した。安達さんが太陽部門だけ参加された。

　　　　家（母屋）を直している。

薄出　　幽霊会員ですが、９７年に入会している。何も分からずほとんど４年間何もやっていないので浦島太郎だ。その間に老眼が進んだ。休眠中はラジコンのヘリコプターをしていた。これから天文もがんばりたいと思い、勉強を開始した。ＣＣＤとアイピースの間を固定したピントの合わせ方に疑問を感じており、アイピースとＣＤＤの間を調整することによってピントを合わせたらどうかという考えを持つようになった。（熊森さんから、なぜ固定しているのかの説明があった）ピンとあわせのために機材を集めてきたが、今の説明でめげた。（笑）
眼鏡をかけていてもピントがよく分からず、困っている。（柚木さんもこまっているとのこと。じつはみんなです。はい。）前は、帰る時間が遅くなっていたが、最近は帰宅時間が早くなり、観測時間を作ることが出来るようになった。
福井　　ベランダ観測をしているが、見えないので木星だけ観測している。仕事が忙しく時間がとりにくかったが、新年度になって少し出来るようになった。フィルター撮影をしたいと思っている。

熊森　　会員ではないが、今日から会員になろうと思いたってやってきた。ソフィアが民間委託の天文台になり、大阪ガスが運営をするようになった。今は違う職場に異動して、小さなプラネタリウムにいる。そのため、６０ｃｍを自由に使えなくなり、６０ｃｍでの観測が事実上出来なくなった。ベランダ観測となる。（指定管理者制度の弊害です。責任者でてこ～い！）・・・・・以上、近況報告でした。
２　ウエブサーバー機について
　１月の例会のときに、ウエブサーバー機について、今後の方針を決めたが、その後いろんなことがあり、いろいろ意見交換が行われた。

　結果的にはサーバー機を北海道の阿久津さんのところに送ることになった。今月中に送ることが出来る状態になった。
　三品さんの方からは移動させるための手順書・英文の説明などを用意してくださり、現在は、その作業を進めている。期限を考えているわけではないので、近いうちにテストを行い、テストが完了したら、移行したいと考えている。皆さんにも協力をお願いしたい。

　移行したら、アドレスが変更になるが、その作業だけで移行できる。

３　木星の話　(伊賀)
１月の以降の木星の諸現象のうち、南熱帯かく乱と、ＮＴＢの話を行いたい。

（１）　南熱帯かく乱
・1月10日にⅡ=220付近、1月11日にⅡ=0付近で確認された｡合付近のため、いつ出たのかははっきりしない。STrDは14年ぶり（1993.3以来）であるが、同時に2箇所は初めてのことである。

・今シーズン、GRSはむき出しの状態で後方のSEBの乱れも見えない。

1988-1990の現象では、
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であった。今後､1年毎に木星面は大きく変化する可能性が高い！

　◎１月２１日に出たもの

　　　・０度のところに発生。ふたこぶの暗斑
· ２２０度に出たかく乱はさめのひれ状になったもの。

　大赤斑は、今年はむき出し状態で、ストリークは見られない。大赤斑の後方かく乱は見えなくなっているというのが特徴的な状態だ。

　去年の９月くらいにＧＲＳの前方にストリークがあったが今はなく、南熱帯かく乱とは、何らかの関連があるかもしれないがはっきりしたことは分からない。

＜南熱帯かく乱について＞

　昔、ＳＥＢは１９８８年に活動が停止した。９０年にかく乱が起こって、ＳＥＢが発生しているが、今年中にＳＥＢの淡化が始まるかもしれない。ロジャースの本によれば、１９０１年から４１年まで続いたものが有名である。二つの白斑に挟まれた部分が暗くなっていった現象で、これが典型的な現象だった。
ＢＭピークがかく乱の経度方向の速度を求めている。循環気流のあるかないかがかく乱の決定的な決め手になる。１９７９年くらいは、南熱帯かく乱に循環気流がみられたがＳＴＢが消失していて、緯度も変えているため、ディスロケーションという名称をつけている。（分類はややこしい）
　古くは１８５７年に見られている。１９０１年から始まったものは非常に長い熱帯かく乱の長さになった。長さはいろいろあって、３０度から４０度でとまるのが普通かもしれない。１９７９年は月面惑星研究会大阪支部時代に報告を書いた覚えがある。１４年ぶりの発生となった。

　南熱帯かく乱については、惑星ガイドブックにも記述があった。１９１５年の観測。大赤斑孔になったものもあった。その北側を瞬時にすり抜けた記録がとられている。１９３１年にも循環気流が見られている。徐々に前進していく様子が捉えられている。

　１９５５年はかなり大きなものだったようだ。大沢さんが観測されている。

末期には、ＳＥＢが淡化している。

　１９７５年は大阪支部時代で、ＳＴＢの永続白斑が通過したときに起こった。過去にもこの傾向が見られる。大赤斑の前方に噴出した様子が捉えられていた。だが、ロジャースはこのときのものは南熱帯かく乱とは認めていない。ディスロケーションと呼んでいる。この現象は大赤斑の前方に発生することが多い。
　例会ではそのほかにも、記録された関連した現象の説明があった。

＜最近の探査機の画像から＞
　２００７年のニューホライズンズの木星の動画を見た。近赤外の画像を見た。これを見ると、循環気流がはっきりと読み取れる。それぞれの暗斑の前後で顕著に見られる。暗柱が立った直後に循環気流が出来ているんじゃないかという気がるする。

　ニューホライズンズのサポートを目的としたＨＳＴの画像によれば、ＳＥＴと呼ばれるＳＥＢからＥＺに白斑が噴出するさまが観測されている。動画で見事に記録されていた。
・マーズ・リコネイサンス・オービター（MRO）がカメラのキャリブレーションで木星を撮影した。口径は小さい（50cm）が、木星までの距離が近いため、HST（2.5m）に匹敵する画像が得られている。

　南熱帯かく乱の姿は、一月いらい進行しており、かく乱の盛り上がりをプロットした図を作った。前端部は止まっていたが、ＢＡが近づいてから前進を始めた。後端部は止まったままで、かく乱本体の長さは長くなってきている。

　かく乱２の方は、ほとんど変化していない。長さは２０度くらいある。

　かく乱については伊賀さんの考えたモデルを紹介された。宮崎さんのＨＰにこれらの情報が出ている。８８年から９３年までの頁が作られている。８９年にみごとに淡化した姿を記録している。今年は、これら見られるかもしれない。

　ＳＥＢの淡化しているときに暗柱が立ち、ＳＥＢが急速に復活してくる。９１年には木星を一周回って暗化した様子が記録にある。
　

　

（２）ＮＴＢ

　２月１５日に白斑と暗部が出た。ｌ月２０日から進行してきている現象について。
３月２７西にカルバルホさんが白斑を観測した。目立つものが２個ある。前端の白斑がリーディングスポットだろう。３月２９日にプジークさんが白斑を捕らえている。これがカルバルホさんと同じ白斑。これと同じものが、４月１１日の画像で見られている。
　白斑だけをプロットした図を、目測でグラフにしてみると、うまく直線に並んだ。白斑の後に出来た暗部の大きさも拡大しながらきれいに並んでいる。－５．３度で前進している（１系に対して）。暗部は６０度くらいまで延びてきているようだ。（測定していない）暗部は若干後ろに延びているので、全体の長さとして次第に長くなってきている、かなり速いスピードで広がってきている様子が拡大。１ヶ月強で１周していくだろう。

　これはカレントＣに属するかカレントＤになるかだが、私はカレントＤではないかと考えている。Ｄは非常に早く４６分台の自転周期を持っている。今回のリーディングスポットは４６分５８秒になり、カレントＤに乗っていることが分かる。

　ＮＴＣ－Ｃが発生したかもしれない（後ろはそうかもしれないが）前方はＤだと考えている。

　これらの現象は１９９０年にも起こっており、宮崎さんが記録し、ＨＰに公開されている。このときの記録を調べると、リーディングスポットがドンドン暗斑を作りながら前進する。出来た暗斑はあまり動かず停滞する傾向が見られる。堀川さんの観測記録も関連して調べてみた。ＮＴＢの復活の様子が記録している。一月半で一周したと書かれていた。

質問　リーディングスポットは、一周した後はどうなるのか

　　消えてしまうだろう。後まで続いたという記録はないようだ。

質問　ＮＴＢは安定するのか

　　そうなるだろう。

　　結構頻繁に起こっている現象で、過去の観測がある。木星の１１．８年ごとに起こるといわれてきたが、最近外れているようだ。

　　Ｃ－カレントの暗斑は何度も見られてきたが、最近は消えていた。おそらくこれからは安定すると思われる。しかし、一月ほどで再び消えた例もあり、油断できない。

＜追加の情報＞

１月と２月で展開図を作った。これから天文ガイドの原稿を書くことになる。中でもＳＥＤの動きが速い。ＮＥＢのＺｈａ今も健在だ。今年は前進がほとんど止まっている。ＮＥＢは細くなる傾向になっている。おそらくホームＺ（ＮＴｒＺの小さく超寿命の白斑）は明るい領域に包まれて見えなくなっていくと思われる。

　大赤斑の右上にＳＴＢから伸びたベルトがあり、暗部が見えている。だんだん大赤斑に迫ってきている。
　

　今年のオーストラリアの画像はすごい。ＮＴＢ付近の画像で、変化の様子が非常によくつかめている。リーディングスポットが先行することによって、後方は晴れてきて、暗斑というかベルトが見えるようになってきているのではないかと伊賀は考えている。

　オーストラリアの人や海外の人のカメラについて話し合いがもたれた。Ｔｏ－ｕＣａｍから換える人が増えてきている。

　ＢＡの赤身の部分が広がってきていて、注目されている。皆さんも注意して下さい。
質問　
　
＜休憩タイム＞

４　持ち寄り話題

熊森さんから　３色分解カメラの製作
　２分の中にとりくるのが難しいので３ＣＣＤでＤＭＫで撮りたい。そこで、分解することが必要になってくる。たまたまプリズムが手に入ったので、フィリップス型の業務用のものだろう。ジャンク品が見つかったので、それを利用して、分解撮影のカメラを作ってみた。

　１台だけでは効率が悪く、ロスが多いので、２０ｃｍでは感度がさっがｔのと同じで、香料が足らない。露出時間が少なくよい画像が得られていない。一度に分けて撮りたかったが、テストの結果うまくいかない（上述）ため、１台でのテストとなった。

　基本的に３台一度に撮れてパソコンは１台で出来る。ＰＣカードにつなぐ。ひとつのソフトで３台とも同時に開くことが出来る。４００ＭＢの転送速度になる。ちゃんとしたことをしようとしたら３台いるが、１台で出来なくはない。
写せることは確認できたが、完全にするには６倍か７倍くらいの集光力が必要だろう。

①3CCDへの挑戦
業務用の3色分解プリズムを日本橋で入手して、3台のDMKカメラで『同時に3色』撮影する装置をアルミで自作した。IEEEはカメラ毎にIDを割り振っており、1台のPCに3台のDMKを同時に接続してキャプチャーできることを確認した｡しかし、20cmでは像が暗く、またデータ転送の関係で15fpsが限界であった。今となっては60cmが使えないのが残念だ。

②LRGB法への模索

これまで光映社のRGBでやっていたが時間がかかりすぎる。DMKカメラの高感度を生かすため、DMKでL画像を撮り､色情報はToUcamから取ってLRGB合成する方式でやっている。以前はカメラごと交換していたが、最近はビクセンのフリップミラーに2台を接続し、瞬時に切り替えている。この方式だと撮影時間が8分→4分に短縮され､木星の自転の影響をほとんど受けなくなった｡

③処理ソフトについて

以前は自作ソフトでスタックし、8bitのビットマップで保存していた。最近はRegistax4でウェーブレット処理して16bitのTIFFで保存し、その後、ステライメージでMEM処理している。この方がより細かい模様が出る｡MEMのパラメータの内､「PSF」はシーイング次第だが「ノイズ」は4000～8000位で処理している。惑星は拡大率をできるだけ大きくとったほうが細かいところまで写る。キャプチャー時の明るさはかなり暗目で撮影している。

安達さんからプレゼンを預かってきているので、プレゼンを使って火星の話題を提案。

５　火星の話題（安達）・・・・・・伊賀代読

　プレゼンを見ながら解説を聞く。

　昨日の夜に安達からプレゼンが送ってきた。

　視直径が５秒になった。南極冠が縮小している時期になってきている。これからは、観測条件が低高度のため悪い。しかし、それだけに観測は大切な情報となる。
　比較惑星学の紹介

　ＭＧＳの観測から出来たことを整理したもの。

マーズオデッセイの観測のまとめ

気候変化とその要因・・極冠は二酸化炭素と水の氷との関係をはっきりさせた。

大気の対流の関係から、中緯度が最も気温の高い部分になることが分かった。

火星の近日点の移動は２５０００年ごとに入れ替わっている。

大規模出すとストームはよく分からないことがいっぱいある。

各探査機のまとめ

　

６　土星の衝効果　（伊賀）
2月4日～13日にかけて観察された（永長さんのまとめ画像）土星の記録から。衝の前後にリングと本体の明るさを調べると、１０日間くらいリングの方が明るく見えていた。中心に衝が来るのなら理解できるが、非対象になっている。どうしてなのだろうか。

　熊森さんが大きいほうの数値でウェブレットをかけるとおかしくなることがあるかもしれないと、私見を述べられた。微妙な光度比較に使うとなると、ウェブレットをかけずに、そのまま生のデータでやらないと、危険だと思われる。
　衝の前はＤＳが下から照らすようになるのだが、東西方向にも微妙にずれることが予想されるから、そういった条件の違いが、非対象になった原因かもしれない。
　ハッブルが３つの動画を公開している。小さな白斑がきれいに自転しているのが写っている。南極の真上から見た土星の画像が公開された。リングは太陽光が裏側から当たっている。オーロラも見えている。極の六角形は自転している。地球から見ると、南極付近は多角形に見えるが、それと同じかどうかは分からない。
　土星の自転を決めるのに、電波を使って３系を作ったといわれているが、それはうそだった。電波では３系よりも今は遅い。

　北半球が見えてきているが、リングからはなれ、青緑色になって見えている部分は何か分からない。Ａリングは透けて見えている。Ｇｏさんの初期の画像は、本体の縞模様ではなく、処理で出来た模様に見える。リングと同心円状に写っているように見えるから。本体の縞模様だったらもう少しカーブしているはずだ。土星本体正面のカシニの空隙は非常に細く写らないと本当じゃない。広く写るのはエントロピーを使っているからだろう。
　

７　金星の話　（伊賀）

ドイツの80cmの画像がすごい。探査機のような画像に見える。3/12-16で一周したかどうかは？？（スーパーローテーションは4日周期）2002年の新川さんの報告で4日か3.5日かという話があった｡もっと世界中で連携して撮らないと判らない。PLANET-Cが2010年から金星大気の観測を行う計画である。

模様は４日間で１週していると考えればよいが、同じと見るには厳しい。同定できる模様が出来るかがそもそも問題。ペリエさんはＧ画像で模様を写した。ひとつひとつの画像を確認すると、怪しいものも見つかる。処理の過程でできるようだ。特に明るいほうのリムにエントロピーをかけると、非常に苦しくなる。周辺と同心円になっているものは干渉だが、それが出るくらい処理をしないと模様は出てこないようだ。

　新川さんの自転周期の研究の３．５日と４日周期の画像を並べて点検した。結果として、全面の展開図が出来るほどの画像数がないため、自転周期を確定することが出来るほどの情報はなく、はっきりしたことは分からなかった。
　全世界に呼びかけて追跡しないと難しいだろう。ただ、細い写り方をしているため、なかなか難しい状況。誰かがまとめてほしい。

　プラネットーＣ（日本の金星探査機）の計画の案内から見ると、雲の大気構造をわかりやすく説明したものがある。波長によって高さの分かることを説明した画像があった。

　ＭＧＳの業績
　惑星サロンの記事の解説を伊賀さんがした。

　水や磁場が見つかったこと、永久南極冠の縮小が起こっていること、水による溝が出来たことなどが解説された。ナサが順次発表している。

８　花山天文台の観測計画について（林）

　京都大学の付属天文台において「花山星空ネットワーク」ＮＰＯ法人として作られた。施設を利用して一般公開と勉強会をするためのメンバーを募集した。そのニュースを聞き、参加することにした。一般の観望会を行うが、４５ｃｍが使えるかもしれないと思っていた。
　秋には、安達さんが火星に使いたいと言っておられるので、実現するかもしれない。天文台は学校教育の中でも使用されており、活用が行われている。また、飛騨天文台にもいけるかもしれない。
　ボランティアを中心とした活動をすることになっている。ゆくゆくはプラネタリウム（３次元）を置く計画をしている。正会員を募集している。ホームページの画像を映し出し、解説された。

　

９　木星会議（伊賀）

　１１月１７日（土）１８日（日）

　ダイニック・アストロパーク天究館にて
　特別講演　　海部先生　　１時間くらい

　費用８０００円（すべて込み）

　安達さんは今回はパネルディスカッションや分科会は考えていない。
　１７時からなにかやりたい

　　　経度測定や展開図作成などの基本的な使い方の説明と、演習をしたら

　　　どうかと、安達さんから言われている。今日、討議したい。
　１８時からは、３０ｃｍの木辺鏡での観望を行いたい。
　２０時から懇親会

　＜第２日目＞

　９時から研究発表をする。一人３０分くらいの予定で１１時３０分くらいを

　考えている。

　　関西支部からは地元開催だから何人かは発表をしてほしい。次の例会までに考えていただきたい。

　　計測の演習に代わる代案があれば出してほしい。７月例会には決めていかないといけないことになる。
　　

１０　事務連絡
○次回の例会は、7月22日（日）13時よりアスニー山科にて行います。
